
　

俳　

句	

　
　
　
　
　

稲

井

爽

秋　

選

土つ

く

し筆
摘つ

み
至し

ふ

く福
の
時と

き

を
た
ま
は
り
ぬ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
和
佐
マ
サ
子

初は
つ

咲さ

き
の
桜

さ
く
ら

一い
ち
り
ん輪

風か
ぜ

に
耐た

ふ　
　
　
　
　
　

塚
靖
樹

春は
る
か
ぜ風

や
口く

ち
ぶ
え笛

吹ふ

き
て
バ
ス
を
待ま

つ　
　
　

菅　

博
武

や
は
ら
か
き
雨あ

め

に
散ち

り
ゆ
く
桜

さ
く
ら

か
な　
　

三
谷
福
美

夫つ
ま

の
忌き

を
修

し
ゅ
う

す
真ま

し

ろ白
き
花は

な
み
ず
き

水
木　
　
　
　

川
原
利
代

麦む
ぎ

の
穂ほ

の
波な

み

打う

つ
風か

ぜ

と
な
り
に
け
り　
　

田
中
七
郎

花は
な
ず
お
う

蘇
枋
生う

ま

れ
し
土と

ち地
に
老お

い
に
け
り　
　

秋
山
露
子

老ろ
う
お
う鶯

の
峡か

い

渡わ
た

り
し
て
谺

こ
だ
ま

せ
り　
　
　
　
　

大
森
妙
子

　

川　

柳	

　
　

	

　
　

伊

藤

凡

　々

選

閉
会
で
に
ぎ
や
か
に
な
る
婦
人
会　
　

林　

マ
キ
子

春
が
来
て
心
の
つ
ら
ら
溶
け
て
ゆ
く　
　

藤
田
博
子

お
ま
ち
か
ね
ベ
ン
ツ
の
横
の
耕
運
機　

近
藤
佐
由
利

足
と
め
て
見
る
雑
草
に
白
い
花　
　
　

今
井
ト
シ
コ

気
づ
く
の
は
二
三
日
経
っ
て
ア
ラ
痛
い　

徳
永
洋
子

春
立
つ
日
溜
っ
た
薬
処
分
す
る　
　
　

池
田
千
賀
子

夫
婦
舟
い
つ
か
沈
ん
で
行
く
運
命　
　

徳
永
チ
エ
子

ふ
る
さ
と
の
山
こ
わ
さ
れ
る
竹
林　
　

一
色
泣
太
郎

　

短　

歌	
	

	

田

坂　

幸　

選

緋
の
色
に
咲
き
極
ま
り
し
牡
丹
花
に
金
の
粉
浴
び
蜂

は
蜜
す
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

廣
田
シ
ゲ
ノ

綿
菓
子
が
い
っ
ぱ
い
み
た
い
と
幼
な
子
の
挙あ

げ
し
両

手
に
桜
花
舞
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
部
孝
子

満
開
の
桜
の
下
で
友
征
き
し
歓
呼
の
声
が
今
に
は
な

れ
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
千
恵
子

れ
ん
げ
田
に
花
つ
み
遊
ぶ
幼
児
に
遠
い
昔
の
わ
れ
重

ね
見
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
部
真
利
子

点
滴
の
台
を
ひ
き
つ
れ
何
回
か
深
夜
に
記
す
尿
量
調

査
表　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仁
野
喜
代
子

青
麦
が
弾
け
る
よ
う
な
君
だ
っ
た
ね
あ
れ
か
ら
長
い

時
が
流
れ
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉
野
八
十
三

菫
す
み
れ

咲
き
つ
つ
じ
燃
え
咲
く
山
路
来
て
八
堂
遺
跡
孫

と
楽
し
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菅　

博
武

定
年
の
記
念
に
植
え
た
桜
の
木
無
人
の
駅
で
花
咲
き

満
ち
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田
ウ
メ
ノ

■
俳
句
・
川
柳
・
短
歌　

作
品
募
集

　

作
品
（
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
の
別
を
書
き
、
漢
字
に

は
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
さ
い
）・
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
明
記
し
、
毎
月
１
日
ま
で
に
担
当
課
へ
郵
送
・

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先

　

〒
７
９
３―

８
６
０
１　

明
屋
敷
１
６
４

　

市
庁
舎
本
館　

総
務
課　

広
報
情
報
係

　

ＴＥＬ
０
８
９
７―

５
２―

１
２
０
４
（
直
通
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　私は西条市役所の国際交流員ケイレブ・デマレーと申します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３月20日から29日まで、西条市内の高校生を対象とした海外スタ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ディツアーで引率をしました。私たちはアメリカ中西部のウィス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コンシン州のメノモニーフォールズ村に行ってきました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スタディツアーの目標は、西条市の生徒の皆さんにホームステ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イをさせ、アメリカの日常生活の文化や習慣になじんでもらい、
より世界を深く知っている国際人になってもらうということでした。この目標は生徒の努力によって、申し分なく果たされたと思っ
ています。他国のことを深く理解するには、やはり自国を出て外から観察しなければならないのです。私は長年日本語を勉強し、日
本文学も愛読し、自分の国を離れて日本で就職しています。このたび、アメリカにいる間、生徒の熱心な発言を聞いたり、うれしそ
うな表情などを見たりして、これからの国際社会に出て行く若者たちにかかわることができたのが、非常にうれしく思いました。
　この目標以外に関しても、この事業は完璧にいったと思います。街に出かけても誰も
迷子にならず、生徒たちは適切な態度で自己管理をしていました。私が高校生の面倒を
見ることで最初は大変ではないかと心配していましたが、面倒を見るというより、皆の
世話をしながら一緒に異文化に触れ、新しい友達のようにだんだん仲良くなりました。
　アメリカ滞在中に家族に会えたのをはじめ、西条市の高校生と交流できたことや私の
国であるアメリカを紹介することができ、私こそ本当に良い経験をしました。今まで国
際交流員としてやってきた仕事の中で一番やりがいを感じました。月に１回ぐらいして
もいいような気がしますね。おかげさまで無事終わりました。私がこのスタディツアー
の引率者として参加をさせていただいたこと、心より感謝しています。 ▲ツアーに参加した高校生と関係者

広報さいじょう　2009　6月号31


